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①一般化最小２乗推定量(GLSE)が最良線形不偏推定量(BLUE)であることの証明 
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を考える。ここで、
kn×

Dは定数からなる行列とする。ββββ~が不偏推定量であるとき、 

 [ ] [ ]
XββββDββββ

εεεεDΩΩΩΩXX)ΩΩΩΩX(XββββDΩΩΩΩXX)ΩΩΩΩX((Zy))ββββ( 111111

′+=
′+′′+′+′′== −−−−−−

         
)(E E~E  

であるから、 OXD =′ でなくてはならない。（ここで、Oは全ての要素が 0 からなる行列
を表している。） 
 ところで、ββββ~の分散（共分散）は、 
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となるが、 OXD =′ という性質を使うと、 
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となって、 OD = でないかぎり、線形不偏推定量の分散は GLSEの分散よりも大きい。 
ゆえに、GLSEは最良線形不偏推定量である。                  ■ 
 
②一般化最小２乗推定量(GLSE)の分散が、最小２乗推定量(OLSE)の分散以下で
あることの証明 
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を証明するには、 
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と書き表すことができる。右辺の 2次形式に関しては、 

定理： Aを nn × の対称行列、Bを )(  , nkkn ≤× の行列とする。 
   このとき、 OA ≥ であれば、 OABB ≥′ 。 

という行列に関する定理を使って、 OΩGΩGΩGΩGG ≥′ が成立することがいえる。     ■ 


